
     

全
国
一
斉
休
校 
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
部
活 

本
連
載
の
第
十
三
回
に
続
き
、
日
本
初
の
文
化

系
・
地
域
部
活
動
の
六
年
間
を
綴
る
「
あ
り
が
と

う
！
パ
レ
ỿ
ト
」
の
中
編
、
二
〇
二
〇
年
春
か
ら
の

二
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。
こ
の
期
間
が
、
外
的
要

因
と
主
催
団
体
の
内
的
要
因
の
両
面
で
、パ
レ
ỿ
ト

に
と
ỵ
て
大
き
な
分
岐
点
に
な
り
ま
し
た
。 

二
〇
二
〇
年
初
頭
、日
本
を
パ
ン
デ
ミ
ỿ
ク
が
襲

い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
、
全
国
一
斉
休
校

に
な
り
ま
し
た
。
未
曽
有
の
事
態
に
直
面
す
る
も
、

す
ぐ
に
「
テ
レ
ブ
カ
ツ
」

ữ
テ
レ
ワ
ổ
ク
の
部
活

版
を
休
校
中
の
四
月
と

五
月
、ダ
ン
ス
や
音
楽
な

ど
計
十
回
、リ
モ
ổ
ト
で

実
施
。パ
レ
ỿ
ト
は
立
ち

止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

     

そ
し
て
学
校
が
再
開
さ
れ
た
六
月
、体
験
入
部
が

始
ま
り
ま
す
。感
染

予
防
対
策
の
た
め
、

上
級
生
は
二
つ
の

グ
ル
ổ
プ
に
分
か

れ
、会
場
参
加
と
自

宅
か
ら
の
リ
モ
ổ

ト
参
加
の
併
用
式

で
一
年
生
を
迎
え

ま
し
た
。 

ア
ổ
ト
や
Ｉ
Ｔ
が
部
内
に
新
設
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
二
三
名
の
一
年
生
が
入
部
し
た
の
で
す
。 

 

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
余
波
と
部
内
の
覚
醒 

前
編
で
取
り
上
げ
た
二
〇
一
九
年
秋
、大
日
本
報

徳
社
で
の
創
作
劇 

野
外
公
演
が
好
評
を
博
し
、
翌

年
春
の
報
徳
社
主
催
行
事
と
、秋
の
全
国
報
徳
サ
ミ

ỿ
ト
掛
川
市
大
会
で
の
創
作
劇
再
演
の
依
頼
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
感
染
拡
大
で
、
い

ず
れ
も
中
止
。
そ
こ
で
対
策
を
施
し
、
九
月
に
地
域

部
活
プ
レ
ゼ
ン
＆
パ
フ
Ỿ
ổ
マ
ン
ス
を
開
催
す
る

中
で
再
演
が
実
現
。内
容
も
屋
外
ロ
ケ
の
映
像
と
ホ

ổ
ル
で
の
実
演
を
融
合
。劇
中
の
挿
入
音
楽
の
ピ
ア

ノ
生
演
奏
と
演
劇
の
コ
ラ
ボ
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。 

部
が
転
換
に
至
る
外
的
要
因
は
パ
ン
デ
ミ
ỿ
ク
。

も
う
一
つ
の
内
的
要
因
は
主
催
団
体
が
変
わ
る
こ

と
。創
部
時
の
音
楽
文
化
振
興
の
主
催
団
体
が
解
散
。

九
月
の
行
事
は
、パ
レ
ỿ
ト
が
任
意
団
体
と
し
て
主

催
。
翌
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
創
立
に
向
け
、
中
学
生
に

よ
る
自
治
的
な
活
動
の
色
合
い
を
更
に
強
め
て
い

く
過
程
の
中
で
、
あ
る
種
の
覚
醒
が
起
こ
り
ま
す
。 

年
度
末
、卒
業
す
る
一
期
生
を
送
る
謝
恩
会
を
開

催
。イ
ベ
ン
ト
の
裏
を
担
当
す
る
舞
台
監
督
や
助
手

も
、
こ
れ
ら
の
行
事
で
成
⾧
し
て
い
き
ま
し
た
。 

部
活
動
改
革
と
心
田
開
発 

第
十
四
回 

Ộ 
あ
り
が
と
う
！ 

パ
レ
ỿ
ト
(
中
編 2020-2021

)
Ộ  

齊
藤 

勇 

2020 年 5 月 テレブカツ 
ダンスプログラム（部員の自宅と接続） 

2020 年 9 月 26 日 
地域部活イベント・リーフレット

2020 年 6 月 2 日 体験入部 初日 
会場は美感ホール、写真右後方の 
スクリーンはリモート参加の部員 



二
〇
二
一
年
劣
部
活
動
を
自
分
た
ち
で
創
る
！ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
地
域
部
活
動
文
化
部
推
進
本

部
(
ポ
ỿ
カ
)
創
立
後
、
四
期
生
を
迎
え
る
体
験
入

部
の
中
で
由
井
一

成
先
生
(
早
稲
田

大
学
講
師
)
に
よ

る
シ
テ
ỻ
ズ
ン
シ

ỿ
プ
に
関
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ổ

ク
シ
ἂ
ỿ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
課
題

を
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
と

し
て
捉
え
る
な

ど
、
当
事
者
意
識
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
り
、
考
え

た
り
す
る
学
び
の
場
に
な
り
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
パ

レ
ỿ
ト
は
「
部
活
動
を
自
分
た
ち
で
創
る
！ 

社
会

も
自
分
た
ち
で
創
る
！
」を
ス
ロ
ổ
ガ
ン
に
掲
げ
ま

す
。前
年
か
ら
シ
テ
ỻ
ズ
ン
シ
ỿ
プ
を
重
要
視
し
て

き
ま
し
た
が
、
ポ
ỿ
カ
主
催
に
な
り
、
こ
の
点
を
一

層
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
き
ま
す
。 

 

「
掛
川
の
中
学
生
の
部
活
に
は
、
学
校
部
活
動
と

地
域
部
活
動
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
」
と
、
学
校
で
案

内
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
二
年
間
で
、
二
年
生

と
一
年
生
、
計
四
二
名
の
部
員
が
、
市
内
の
七
つ
の

学
校
か
ら
参
加
す
る
部
活
に
発
展
。新
入
部
員
の
中

に
は
、
表
現
ジ
ἀ
ン
ル
だ
け
で
な
く
、
制
作
や
運
営

を
希
望
す
る
メ
ン
バ
ổ
も
入
部
し
ま
し
た
。 

正
式
入
部
後
、大
型
連
休
明
け
か
ら
本
格
的
に
活

動
を
開
始
。
入
部
し
て
間
も
な
い
五
月
二
二
日
、
ポ

ỿ
カ
主
催
の
地
域
部
活
プ
レ
ゼ
ン
＆
パ
フ
Ỿ
ổ
マ

ン
ス
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
未
来
に
つ
な
が
る

大
き
な
飛
躍
の
芽
を
息
吹
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

報
徳
に
根
差
す
地
域
部
活
動
の
姿
を
提
示 

五
月
二
二
日
、「
地
域
部
活
動
が
示
す
未
来
創
造

へ
の
ビ
ジ

ἂ
ン
」
と
題

し
て
開
催
。 

第
三
部
・

プ
レ
ゼ
ン

ス
テ
ổ
ジ

で
は
、
ソ
ロ
・
ヴ
Ỿ
ổ
カ
ル
か
ら
始
ま
り
、
ポ
ỿ
カ

が
作
曲
を
委
嘱
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
の
電
子
オ

ル
ガ
ン
生
演
奏
に
の
せ
て
、メ
ン
バ
ổ
考
案
の
創
作

ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
、ま
さ
に
万
象
具
徳
の
要

素
満
載
。
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
生
演
奏
の
四
連
打
二
回

に
あ
わ
せ
て
「
地
域
部
活
」
と
「
一
円
融
合
」
の
四

つ
の
文
字
を
画
面
に
投
影
。さ
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
の
画

面
と
会
場
配
布
の
リ
ổ
フ
レ
ỿ
ト
に
「
か
つ
て
、
一

本
の
剣
を
手
に
覇
権
を
競
ỵ
た
時
代
が
あ
ỵ
た
」、

「
そ
し
て
、一
本
の
鍬
を
手
に
荒
廃
し
た
六
百
余
り

の
村
々
が
自
力
復
興
を
遂
げ
た
時
代
が
あ
ỵ
た
」の

二
つ
を
提
示
。

当
時
中
学
二
年

の
パ
レ
ỿ
ト
メ

ン
バ
ổ
に
よ
る

自
作
の
イ
ラ
ス

ト
と
共
に
、
対

比
的
に
表
現
。 

イ
ベ
ン
ト
の

舞
台
裏
ま
で
全
て
中
学
生
が
創
る
姿
に
、来
場
し
た

芸
術
祭
担
当
の
市
職
員
が
驚
嘆
。
そ
れ
が
、
こ
の
年

の
秋
に
開
催
す
る
地
域
芸
術
祭「
か
け
が
わ
茶
エ
ン

ナ
ổ
レ
二
〇
二
〇
＋
一
」の
学
生
に
よ
る
企
画
制
作

へ
の
オ
フ
Ỻ
ổ
に
つ
な
が
ỵ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

二
〇
二
一
年
秋
、一
年
延
期
の
地
域
芸
術
祭
と
全

国
報
徳
サ
ミ
ỿ
ト
掛
川
市
大
会
が
同
時
開
催
。本
連

載
の
第
五
回
(
二
〇
二
三
年
八
月
号
)
で
取
り
上
げ

た
通
り
、
驚
異
的
な
飛
躍
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。 

2021 年 4 月 22 日 体験入部 
オンライン・ワークショップのスライドより 
講師：由井一成（シティズンシップ研究） 

2021 年 5 月 22 日 
主催者あいさつ（筆者） 

後方の画面は一本の鍬の絵 

2021 年 5 月 22 日 配布リーフレット 
見開き 2 頁に掲載の部員自作のイラスト 

一本の剣と一本の鍬を対比的に表現 


